
数学Ⅰ学習指導案
日 時 平成２１年６月１０日（水）

対 象 普通科１年１組 １３名

指導者 東上床 裕

【１】科目名 数学Ⅰ

【２】学級の特色 普通科の１年生。授業態度も良く，真面目に取り組む生徒が多い。また少人数

（習熟度）クラスの上位クラスなので，理解力の高い生徒が多い。しかし，基

礎基本の学力差があり，数学に対して苦手意識をもつ生徒もいる。その生徒達

に，授業中の集中力がとぎれないようにさせることが課題である。そのため机

間指導等を行い，たくさん声を掛けるようにしている。

【３】教科書 新数学Ⅰ 第一学習社

【４】単元 ２章 方程式と不等式 ２節 １次不等式

【５】単元の内容と時間配当（第２章 方程式と不等式 計１５時間）

１節 ２次方程式（７時間）

２節 １次不等式（８時間）

１．不等式 （１時間）

２．不等式の性質 （１時間）

３．不等式の解法 （３時間）

４．問題演習 （２時間）

５．連立不等式（プリント） （１時間）[本時１時間]

【６】本時の実際

１．目標

・教科書外の発展的内容を理解する。

・不等式の解について理解を深める。

・解の範囲を求めるのに数直線を利用できる。

・連立不等式の解を求めることができる。

・身のまわりの事象に１次不等式を応用できる。

２．授業展開

過程 学習の内容 学習活動と指導過程 指導上の留意点

導入 不等式にも方程 両方の不等式の範囲を満たす

(５)分 式と同じように 連立不等式 ｘの範囲を求める。

連立不等式があ ｘ＋１≧３

ることを理解す ｘ－２＜２ 連立不等式の解き方

る。 １．それぞれの不等式を解く。

２．それぞれの解を１つの数

直線上に図示する。

３．２つの解の共通部分を求

める。



展開 例題を解く （例）次の不等式を解け

(43)分 （１） ｘ＋１≧３ ･･･①

ｘ－２＜２ ･･･②

(解)①より

ｘ＋１≧３

ｘ≧２･･･③ 移項すると符号が変わる。

② より

ｘ－２＜２ 移項すると符号が変わる。

ｘ＜４･･･④

③,④より

解の範囲を求めるのに 数直

ｘ 線を利用する。

２ ４

∴ ２≦ｘ＜４ 例題の解法に質問を受ける。

プリント配布 （２） ３ｘ＋２≧５ ･･･① 生徒に解かせる

４ｘ－３＞９ ･･･② ①を解答し数直線上に解を表す。

(解)①より ②を解答し数直線上に解を表す。

３ｘ＋２≧５

３ｘ≧３ 机間指導

ｘ≧１･･･③

② より

４ｘ－３＞９

４ｘ＞１２

ｘ＞３ ･･･④

③,④より

ｘ

１ ３

∴ ３＜ｘ プリントにより解かせる。

演習 例題を参考にしながら， 生徒に板書させる。

問５題を解く。

机間指導

数直線上に描いた範囲を式で

書ける。

まとめ 本時のまとめ 本時の内容を振り返り，連立不等式を

(２)分 解く過程を確認する。

次時の予告 演習が終わらなかった生徒は，問題を

解いておくよう指示する。

プリントをノートに整理させる。

次時は新しい章に進むことを予告する。


